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西村 誠史さん（38）

津久見市

西村 誠史さん（38）
にしむら　  まさふみにしむら　  まさふみ

中津市耶馬溪町

小池　悟さん（26）
こいけ　　　さとる

①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培
145アールと介護施設の役員。

②現在、父から農業を引き継いで
１～２年ですが、介護の仕事と
両立させることが大変です。

③苦労を乗り越えて、美しくて良い
サンクイーンがたくさんできたと
きは、『やってて良かった！』と
思います。

④人当たりがよいところです。
⑤家でのんびりするか、あちこちを

ドライブしています。
⑥法人を立ち上げて、耕作放棄地

の受け皿を作り、地域の活性化
につなげたい。

①酪農。乳牛40頭・繁殖和牛
　11頭を飼養しています。
②仕事に取りかかる時間が早い
　ので早起きが大変なことです。
③子牛の出産が無事に成功
　したときですね！
④何事にも真剣に取り組むこと
⑤休みは多くありませんが、
　時間のある時は友人と
　出かけリフレッシュに
　当てています。
⑥飼育頭数を増やし
　規模拡大を目指したいと
　考えています。

　４
月
を
迎
え
大
分
県
農
業
共
済
組
合
も
新

年
度
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
は
今

年
度
か
ら
「
広
報
紙
き
ら
り
」
の
編
集
担
当

と
な
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
ど
う
す
れ
ば
必

要
な
情
報
を
正
確
に
、
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
で
き
る
の
か
と
考
え
る
毎
日
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
声
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　共
済
職
員
と
し
て
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い

て
「
伝
え
る
力
」
の
足
り
な
さ
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
広
報
担
当
者
と
し
て
「
聴
く
力
」

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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農業のかたわら、地域活動栄養士として活躍している。

さとう　ひろみ

【作り方】
① キャベツは軽くゆでた後、茎を取る。
② 人参は、1センチ角のスティック状に切る。
　 きゅうりも同じ大きさのスティック状に切る。
③ 巻きすの上にキャベツを広げ青じそ、2～ 3枚カニ棒、人参、きゅ

うりを置きくるくると固く巻く。

【ポイント】
○キャベツは、先に芯の周りに包丁を入れ沸騰したお湯に浸けるとは

がしやすい。
○中の野菜は2～3種で一口サイズに小さく巻く。
○ポン酢、ドレッシング、マヨネーズ等味はお好みで。
○残りの野菜は、生のまま短冊に切り甘酢に漬け込むともう1品できる。
○中の具材はお好みでチーズ、ソーセージなども。

キャベツ巻き

レシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

風味や食感を楽しもう

【材料】
キャベツ（小玉）
青じそ
きゅうり
人参（かために下茹で）
カニ棒
大根
アスパラ
山芋

な
ぜ
農
作
業
事
故
が

起
こ
る
の
か
？

農
業
だ
か
ら
こ
そ
起
こ
る
事
故
に
注
意
を

新
年
度
執
行
体
制
と
職
員
紹
介

①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？



人
・
物
・
環
境
の
課
題

　
事
故
防
止
を
行
う
た
め
に
は
、
事

故
の
原
因
で
あ
る
人・物
（
農
機
具
、

農
業
資
材
な
ど
）・
環
境
（
圃
場
、

施
設
）
を
安
全
な
も
の
に
整
え
る
こ

と
が
ま
ず
重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
に
高
性
能
な
機

械
を
準
備
し
て
も
、
使
用
者
が
こ
の

機
械
を
必
ず
し
も
使
い
こ
な
せ
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
・
物
・
環
境

が
相
性
の
よ
い
適
切
な
関
係
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
物
」
の
課
題

　
日
本
の
農
家
の
多
く
は
小
規
模
な

個
人
農
家
で
す
。
最
新
の
安
全
装
置

が
つ
い
た
農
業
機
械
が
開
発
さ
れ
て

も
、
高
価
で
簡
単
に
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
の
更
新
計
画

や
、
日
常
的
な
整
備
・
点
検
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
終

了
後
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
的
な
整
備

も
適
切
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
問
題
が
あ
る
機
械
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
問
題
点
を
気
軽
に
メ
ー

カ
ー
に
あ
げ
て
い
く
仕
組
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。

「
環
境
」
の
課
題

　
日
本
の
耕
地
の
約
６
割
が
傾
斜
地

で
す
。
平
地
で
も
、用
水
の
法
面（
の

り
め
ん
）
や
圃
場
の
入
口
な
ど
傾
斜

地
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
圃
場
の
区
画
整
理
の
時
に

で
き
る
だ
け
農
地
を
削
り
た
く
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
圃
場
の
入
り
口

に
急
斜
面
が
多
数
つ
く
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
農
作
業
事
故
対
策
を
先
進
的

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
少
々
農

地
が
つ
ぶ
れ
て
も
、
圃
場
の
入
り
口

を
緩
や
か
に
し
た
り
、
法
面
（
の
り

め
ん
）
に
段
差
を
つ
く
り
、
草
刈
り

な
ど
の
際
に
、
安
定
し
た
姿
勢
が
保

た
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昔
の
納
屋
を
改
造
し
た

程
度
の
暗
く
て
狭
い
施
設
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

「
人
」
の
課
題

　
一
つ
め
の
課
題
は
、
兼
業
農
家
が

多
く
、
土
日
、
休
日
に
農
作
業
が
集

中
し
て
い
る
と
い
う
問
題
で
す
。

　

農
業
の
兼
業
化
率
は
地
域
に
よ

り
大
き
く
違
い
ま
す
が
、
全
国
平

均
は
、
７
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
①
ゆ
と
り
の
あ

る
農
作
業
準
備
が
で
き
な
い
。
②

少
々
条
件
が
悪
く
て
も
休
み
中
に

作
業
を
片
付
け
て
し
ま
お
う
と
す

る
。
③
休
み
中
に
作
業
を
お
わ
ら

せ
よ
う
と
、
早
朝
か
ら
、
夕
方
手

元
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
作
業
を

継
続
す
る
。
な
ど
、
こ
れ
ら
全
て

が
事
故
の
誘
発
要
因
と
な
っ
て
い

なぜ

農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。

春作業の時期は事故が多発します。

農作業事故を減らす為の対策が重要な課題となっています。

農作業事故が

農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。農作業が原因の死亡事故は毎年約４００件発生しています。

起こるのか？
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ま
す
。

　
二
つ
目
の
課
題
は
作
業
者
が
高
齢

者
中
心
に
な
っ
て
い
る
問
題
で
す
。

　

農
作
業
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
高

齢
者
は
身
体
的
に
は
、
①
体
力
の
低

下
（
重
量
物
の
運
搬
に
は
無
理
が
か

か
る
）
②
柔
軟
性
の
欠
如
（
大
型
機

械
の
乗
り
降
り
に
十
分
足
が
上
が
ら

な
い
、
踏
み
外
す
等
）
③
視
覚
の
低

下
（
視
野
が
狭
く
な
る
、
暗
く
な
る

と
立
体
認
識
が
極
端
に
お
ち
る
）
④

危
険
予
知
（
危
険
を
危
険
と
予
知
で

き
な
い
）
⑤
判
断
（
だ
ろ
う
運
転
を

し
が
ち
）
⑥
反
応
の
低
下
（
て
き
ぱ

き
さ
、
一
瞬
の
操
作
が
遅
れ
が
ち
）
な

ど
、
高
齢
者
の
能
力
低
下
が
事
故
の

誘
発
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
能
力
低
下
を
前
提
と
し
た

機
械
や
道
具
、
環
境
の
整
備
が
整
っ

て
い
ま
せ
ん
。

事
故
を
誘
発
す
る

農
作
業
の
特
殊
性

農
業
は
自
然
環
境
と

生
き
物
が
相
手

　
安
全
な
農
作
業
の
た
め
、
人・物・

環
境
を
整
え
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の

要
因
の
相
性
を
整
え
て
作
業
に
臨
も

う
と
し
て
も
、
夜
の
土
砂
降
り
で
、

せ
っ
か
く
手
配
し
て
い
た
人
手
も
無

駄
に
な
り
、
次
の
時
に
稲
刈
り
を
し

よ
う
に
も
人
手
の
手
配
が
出
来
ず
、

無
理
な
一
人
作
業
で
事
故
を
誘
発
す

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
工
場
労
働
等
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
自
然
が

相
手
だ
か
ら
こ
そ
発
生
す
る
事
故
要

因
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、相
手
は
生
き
物
で
す
か
ら
、

収
穫
予
定
日
を
設
定
し
て
、
人
手
も

機
械
も
し
っ
か
り
準
備
し
て
い
て

も
、
天
気
の
具
合
で
日
程
が
早
ま
っ

た
り
、
逆
に
遅
く
な
っ
た
り
と
、
予

定
が
狂
う
こ
と
は
日
常
的
に
起
こ
り

ま
す
。
ま
た
牛
に
つ
い
て
も
、
出
荷

予
定
日
に
必
ず
し
も
目
標
通
り
の
仕

上
が
り
に
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
や
生
き
物
を
相
手
に
し
て

い
る
農
業
だ
か
ら
こ
そ
起
こ
る
特
殊

な
事
情
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
農
作
業

事
故
の
発
生
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

「
同
一
条
件
、
同
一
作
業
の

繰
り
返
し
」
が
少
な
い

　

他
産
業
で
は
、「
同
一
条
件
で
、

繰
り
返
し
同
一
作
業
を
す
る
」
の
が

普
通
の
作
業
ス
タ
イ
ル
で
す
。
で
す

か
ら
、
い
つ
も
同
じ
作
業
で
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
が
発
生
し
た
り
、
危
険
な
状

況
が
あ
れ
ば
、
問
題
を
徹
底
的
に
潰

し
て
い
く
こ
と
で
事
故
を
減
ら
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が

農
作
業
は
「
同
一
条
件
で
、
繰
り
返

トラクター（4輪駆動、13馬力、110cmのロータリー接続、安全フ
レームなし、シートベルトなし）で畑の耕耘作業を行った後、市道
に出て21ｍほど走ったところのT字路で右折した。右折した後、後
ろから車が来ていることに気付き、停止しようとブレーキを踏ん
だが、左側の片ブレーキとなり、T字路から10mほどの地点で左
側の排水路に転落した。被害者はトラクターの下敷きとなり胸を
強打。トラクターのPTOは停止していた。耕耘した畑に被害者の
妻がおり、トラクターが急旋回して前輪から転落するのを目撃し
ており、近所の住民に119番通報を依頼した。救急車と工作車で
救出され、病院へ搬送されたが胸部圧迫で死亡した。

2004年から2013年の全国の農作業中の死亡者数は3,842人、その
うち農機によるものが３分の２、農機以外が３分の１となっています。
農機事故では、トラクターが46.0%、耕耘機は15.1%、運搬車は
14.7%で、この3機種だけで農機全体の４分の３を占めています。

事例

農機による死亡事故の４分の３は
トラクター、耕転機、運搬車

小雨の中、トラクタ（16PS、34年前の型式）にトレーラをけん引し、冬の燃料
用剪定枝を積んで、果樹園からの農道を下ってきた。右に90°のカーブを曲がり
きったところで、左側の谷に用心のため、右寄りに進路をとったところ、トレーラ
に後ろから押されたようになり、トラクタがスリップして右側の土手に乗り上げた。
とっさにデフロックしたため、余計にトラクタが土手を上がり、左側に転倒、後
方に投げ出され、トレーラのけん引桿の下敷きになり、胸部を圧迫した。骨折に
て20日間入院、一度は退院したが調子が悪く、再度受診したら肺に水が溜まっ
ていて、内視鏡で水を抜く施術を1カ月に1回のペースで３回受けた。

130cm
230cm、 35°

30cm、35°

市道

田

排水路幅 33cm

トラクターで市道を走行中、後続車があり停止しようとしたところ、片ブレーキで
排水路に転落し、その上にトラクターが落下し下敷き、胸部圧迫にして死亡。

（平成26年4月11時頃男性・87歳）

トラクター
46.0%

耕転機
15.1%

運搬車
14.7%

動力防除機
2.3%

刈払機
2.3%

その他
15.2%

コンバイン
4.4%

機種別・死亡者割合（10年間）

トラクターは前輪から転落
トラクターの下敷きとなって
胸部を強く圧迫
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田植機・トラクター・コンバインはもちろん、耕うん整地・栽培管理・収穫用から畜産・
運搬用機具まで、新調達価額(新品価格)40万円以上の機種がご加入いただけます。

耐用年数を過ぎた農機具も、新調達価額（新品価格）の50％まで共済金額（お支払い
する共済金の限度額）を設定いただけます。

共済金額100万円の場合、火災共済で年間1,000円、総合共済で年間6,000円です。

損害額は、部品代、技術料、出張料、引上げ料、運搬費等を対象とし、農機具修理店の見積を審査して決めます。

※通常すべき管理（整備など）、損害防止義務を怠った場合は免責されます。

共済金 = × 共済金額（加入額）
新調達額（新品価格）

損害額 － 免責額

20万円～2,000万円

まさかの時も大きな安心で支えるNOSAIの共済

農機具共済

お問い合わせはお近くの 東 部 支 所　TEL.0978-63-4466
中西部支所　TEL.0973-72-3409
大分出張所　TEL.097-576-7461

南 部 支 所　TEL.0974-22-3330
竹田出張所　TEL.0974-63-2825
北 部 支 所　TEL.0978-32-1307（農業共済）へ

補償のタイプは2種類

加入できる農機具

お受け取りになる額

掛け金は

加入できる共済金額

加入金額を限度に、〔損害額－免責額〕の全額を災害共済金としてお支払いするための特約です。この特約を付けた場合、
掛金は割増となります。（例：総合共済で共済金額100万円に約定割合50％のときの掛金は年間10,050円です。）

【付保割合実損てん補特約】

100万円

1,000円

6,000円

200万円

2,000円

12,000円

300万円

3,000円

18,000円

400万円

4,000円

24,000円

500万円

5,000円

30,000円

700万円

7,000円

42,000円

1,000万円

10,000円

60,000円

火災共済掛金等

総合共済掛金等

火災を主に補償する
農機具火災共済

ワイドな補償の
農機具総合共済

共済金額
種類

※事故を起こした日から1年以内に修理を行わなければ共済金が大幅に減額されますのでご注意下さい。

し
同
じ
作
業
を
す
る
」
こ
と
が
極
め

て
少
な
い
業
種
で
す
。
例
え
ば
田
植

え
で
は
、「
昨
年
は
晴
れ
て
い
た
が
、

今
年
は
雨
降
り
」
と
条
件
が
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
田
植
え
を
一
年
中
、

繰
り
返
し
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
搾
乳
は
、
繰
り
返
し
同
じ
作
業

に
思
え
ま
す
が
、
牛
の
体
調
、
畜
舎

の
条
件
が
日
々
異
な
り
、
牛
の
感
情

は
い
つ
も
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

作
業
ス
タ
イ
ル
も
日
々
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

他
産
業
以
上
に
大
切
な
減
災
対
策

　

こ
の
よ
う
に
、
農
作
業
は
他
の

産
業
と
は
違
い
、
事
故
誘
発
の
要

因
が
極
め
て
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

で
す
か
ら
、
考
え
ら
れ
る
安
全
対

策
を
取
る
だ
け
で
な
く
、
発
生
し

た
際
に
少
し
で
も
減
災
と
な
る
よ

う
に
、
最
低
限
の
防
護
で
あ
る
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
安
全
靴
の
着
用
は
他

の
産
業
以
上
に
重
要
で
す
。

農
作
業
事
故
防
止
の

進
め
方

ま
ず
、
最
も
頻
度
の
高
い

危
険
の
対
策

　
事
故
の
発
生
件
数
の
多
い
農
機
具

の
事
故
対
策
を
優
先
的
に
と
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー

事
故
の
な
か
で
も
、
最
も
多
く
起

こ
っ
て
い
る
事
故
の
対
策
を
徹
底
す

る
こ
と
が
最
初
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。

安
全
研
修
は
、
事
故
の
実
態
に

基
づ
い
て

　

安
全
に
農
作
業
を
お
こ
な
う
た

め
、
農
業
機
械
の
整
備
や
操
作
を
学

ぶ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
整
備
・
操
作
の
研
修
を
し
た
こ

と
で
「
安
全
研
修
を
や
り
ま
し
た
」

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
実
際
の
事
故
を

検
証
す
る
と
機
械
の
操
作
よ
り
、
圃

場
等
の
環
境
の
改
善
が
優
先
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
例
も
あ
り
ま

す
。
研
修
は
あ
く
ま
で
も
事
故
の

実
態
に
基
づ
き
、
頻
度
の
多
い
機

械
で
頻
度
の
高
い
事
故
の
起
こ
り

方
を
中
心
に
対
策
を
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

一
般
社
団
法
人
・
日
本
農
村
医
学
会
編

平
成
26
年
度
農
水
省
補
助
事
業

「
こ
う
し
て
起
こ
っ
た
農
作
業
事
故
Ⅳ
」

よ
り

〈乗用型トラクターの事故防止ポイント〉〈乗用型トラクターの事故防止ポイント〉

①安全キャブ・フレームのあるトラクターで、シートベルト着用を徹底しましょう！

②作業環境を確認し、危険性に配慮しましょう！

③ブレーキペダルの連結を確認しましょう！

安全キャブ・フレーム なし

安全キャブ・フレーム あり

作業機を下げて、傾斜に対して直角の向きで入退出しましょう 危険が潜む場所は草刈りで
見通しを良くしましょう

作業が終わったら、ほ場を出る前にブレーキを連結しましょう

死亡事故33件

死亡事故8件 負傷事故9件

負傷事故2件

安全キャブ・フレームのあるトラク
ターでもシートベルトを着用しなけ
れば、安全域の中に身体が固定され
ないため、転倒した際に身体を守るこ
とはできません。

転倒が発生している場所としては、ほ
場から出入りする際の傾斜や、ほ場の
端から法面に転落するケースが数多
く報告されています。

転落・転倒事故の多くは操作上のミ
スが伴います。ほ場から出たところで
の事故では片ブレーキによる事故が
考えられます。

作業が終わったら、ほ場を出る前にブレーキを連結しましょう

③ブレーキペダルの連結を確認しましょう！
転落・転倒事故の多くは操作上のミ
スが伴います。ほ場から出たところで
の事故では片ブレーキによる事故が
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田植機・トラクター・コンバインはもちろん、耕うん整地・栽培管理・収穫用から畜産・
運搬用機具まで、新調達価額(新品価格)40万円以上の機種がご加入いただけます。

耐用年数を過ぎた農機具も、新調達価額（新品価格）の50％まで共済金額（お支払い
する共済金の限度額）を設定いただけます。

共済金額100万円の場合、火災共済で年間1,000円、総合共済で年間6,000円です。

損害額は、部品代、技術料、出張料、引上げ料、運搬費等を対象とし、農機具修理店の見積を審査して決めます。

※通常すべき管理（整備など）、損害防止義務を怠った場合は免責されます。

共済金 = × 共済金額（加入額）
新調達額（新品価格）

損害額 － 免責額

20万円～2,000万円

まさかの時も大きな安心で支えるNOSAIの共済

農機具共済

お問い合わせはお近くの 東 部 支 所　TEL.0978-63-4466
中西部支所　TEL.0973-72-3409
大分出張所　TEL.097-576-7461

南 部 支 所　TEL.0974-22-3330
竹田出張所　TEL.0974-63-2825
北 部 支 所　TEL.0978-32-1307（農業共済）へ

補償のタイプは2種類

加入できる農機具

お受け取りになる額

掛け金は

加入できる共済金額

加入金額を限度に、〔損害額－免責額〕の全額を災害共済金としてお支払いするための特約です。この特約を付けた場合、
掛金は割増となります。（例：総合共済で共済金額100万円に約定割合50％のときの掛金は年間10,050円です。）

【付保割合実損てん補特約】

100万円

1,000円

6,000円

200万円

2,000円

12,000円

300万円

3,000円

18,000円

400万円

4,000円

24,000円

500万円

5,000円

30,000円

700万円

7,000円

42,000円

1,000万円

10,000円

60,000円

火災共済掛金等

総合共済掛金等

火災を主に補償する
農機具火災共済

ワイドな補償の
農機具総合共済

共済金額
種類

※事故を起こした日から1年以内に修理を行わなければ共済金が大幅に減額されますのでご注意下さい。
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阿部　順治
組合長理事

大塚　惟敬
副組合長理事

平岡　寛二
理事

甲斐　善馬
理事

岩本　龍年
理事

髙瀬　義德
理事

森　　宗一
理事

佐藤　勇夫
理事

栁井　正二
理事

山田　定男
理事

武藤　英敏
理事

長野　幸生
理事

三上　忠治
理事

上野　勝美
理事

宮川　竹則
理事

江藤　正隆
理事

佐藤　　茂
代表監事

小野　範義
監事

宇都宮　巧
監事

〒870-0822
大分市大道町３丁目１番１号
農業共済会館2F
TEL.097-544-8110　FAX.097-544-8242

本所

総代会（総代144名）

組合長理事（1名）

副組合長理事（1名）

理事（14名）

参事

副参事

監査部

監査室

総務部

総務課

事業部

収穫共済課　　　資産共済課

支所管理部

東部支所（18名） 中西部支所（38名） 南部支所（44名） 北部支所（30名）

監事（3名）

監事会

本所（28名）

理事会（理事16名）

総務・リスク管理課

収穫共済課

資産共済課

総務・リスク管理課

収穫共済課

資産共済課

  家畜診療所（玖珠）

大分出張所

総務・リスク管理課

収穫共済課

資産共済第一課

資産共済第二課

 家畜診療所（豊後大野）

竹田出張所

  家畜診療所（竹田）

総務・リスク管理課

収穫共済第一課

収穫共済第二課

資産共済課

新年度の執行体制と職員配置をお知らせします

役
員

〒873-0015
杵築市大字八坂1802番地2
TEL.0978-63-4466　FAX.0978-63-4461

※地区名は担当地区です。

東部支所

理

　事

監

　事

 NOSAIおおいたでは、合併３年目を迎えた４月１日、同日付けの定期人事異動を発令しました。県内すべての農
家・生産現場にNOSAIのセーフティネットを提供することを目指し、積極的なフィールド活動を展開し、組合員の
皆さまとのさらなる信頼関係の強化に取り組みます。
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阿部　順治
組合長理事

大塚　惟敬
副組合長理事

平岡　寛二
理事

甲斐　善馬
理事

岩本　龍年
理事

髙瀬　義德
理事

森　　宗一
理事

佐藤　勇夫
理事

栁井　正二
理事

山田　定男
理事

武藤　英敏
理事

長野　幸生
理事

三上　忠治
理事

上野　勝美
理事

宮川　竹則
理事

江藤　正隆
理事

佐藤　　茂
代表監事

小野　範義
監事

宇都宮　巧
監事

〒870-0822
大分市大道町３丁目１番１号
農業共済会館2F
TEL.097-544-8110　FAX.097-544-8242

本所

総代会（総代144名）

組合長理事（1名）

副組合長理事（1名）

理事（14名）

参事

副参事

監査部

監査室

総務部

総務課

事業部

収穫共済課　　　資産共済課

支所管理部

東部支所（18名） 中西部支所（38名） 南部支所（44名） 北部支所（30名）

監事（3名）

監事会

本所（28名）

理事会（理事16名）

総務・リスク管理課

収穫共済課

資産共済課

総務・リスク管理課

収穫共済課

資産共済課

  家畜診療所（玖珠）

大分出張所

総務・リスク管理課

収穫共済課

資産共済第一課

資産共済第二課

 家畜診療所（豊後大野）

竹田出張所

  家畜診療所（竹田）

総務・リスク管理課

収穫共済第一課

収穫共済第二課

資産共済課

新年度の執行体制と職員配置をお知らせします

役
員

〒873-0015
杵築市大字八坂1802番地2
TEL.0978-63-4466　FAX.0978-63-4461

※地区名は担当地区です。

東部支所

理

　事

監

　事

 NOSAIおおいたでは、合併３年目を迎えた４月１日、同日付けの定期人事異動を発令しました。県内すべての農
家・生産現場にNOSAIのセーフティネットを提供することを目指し、積極的なフィールド活動を展開し、組合員の
皆さまとのさらなる信頼関係の強化に取り組みます。
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千原　秀美

広瀬　将人

根釜　栄子

八坂　正史

平松　徹朗

足立　哲郎

正木　良伸

福島　裕志

角　　友徳

三谷　知子

久々宮徳寿

河村　恭道

川野　峰志

神﨑　美穂

大崎真一郎

日高哲次郎

神鳥　信明

亀井　秀一

瀧　　修一

嶋岡きみゑ

田尻　賀昭

笠木　圭二

伊東　孝吉

中山　裕久

高野　伸治

橋爪　　勉

猪原　康行

神﨑　弘和

亀井代志文

右田　智幸

後藤　　浩

穴井　浩史

東　　　豊

伊藤由布子

石川治一郎

中嶋　博明

中川　敏幸

橋本　竜次

石田憲之助

乙部　勝美

中本健太郎

総務部 総務課 係長

監査部 監査室 技師

事業部　臨時

収穫共済課　係長

総務部 総務課 係長

監査部 監査室 主事

事業部 資産共済課 課長

収穫共済課　係長

総務部 総務課 係長

監査部　嘱託

事業部 資産共済課 課長補佐

収穫共済課　係長

参事

総務部 総務課 主任

事業部 部長

事業部 資産共済課 課長補佐(獣医師)

支所長(兼支所管理部)

収穫共済課　主任

副参事

総務部　臨時

事業部 収穫共済課 課長

事業部 資産共済課 係長

総務・リスク管理課 課長

資産共済課　課長

総務部　部長

監査部　部長

事業部 収穫共済課 課長補佐

事業部 資産共済課 係長 ( 獣医師 )

総務・リスク管理課 課長補佐

資産共済課 課長補佐

総務部 総務課 課長

監査部 監査室 室長

事業部 収穫共済課 課長補佐

事業部 資産共済課 技師 ( 獣医師 )

収穫共済課　課長

資産共済課　主査

総務部 総務課 課長補佐

監査部 監査室 室長補佐

事業部 収穫共済課 係長

収穫共済課　主幹

資産共済課　主任

経理

システム

補助事務

農作物・畑作物・広報
杵築

経理

広報

全般

農作物・畑作物・広報
大田

庶務・管理

システム

建物共済・農機具共済

果樹
杵築

総括責任

経理

事業業務統括責任
収入保険担当

家畜共済全般

支所総括
杵築

農作物・畑作物
国東

総括責任補佐

補助事務

全般

園芸施設共済

全般
山香

全般
日出

総務業務統括責任

監査部業務統括責任

農作物共済

家畜共済 ( 事故 )

経理・庶務・広報
山香

園芸施設・家畜・任意
別府

全般

全般（情報処理全般責任）

畑作物共済

家畜共済 ( 引受 )

全般
日出

家畜・広報
安岐

経理

監査部業務全般

果樹共済

農作物・畑作物・果樹
国東

家畜
国東



〒879-4414
玖珠郡玖珠町大字大隈
1020番地15
TEL.0973-72-3409　FAX.0973-72-3486

中西部支所

〒879-7152
豊後大野市三重町百枝
1086番地33
TEL.0974-22-3330　FAX.0974-22-6604

南部支所

〒870-0822
大分市大道町３丁目１番１号
農業共済会館1F
TEL.097-576-7461　FAX.097-576-7471

中西部支所
大分出張所

〒878-0024
竹田市大字玉来819番地の1
TEL.0974-63-2825　FAX.0974-63-2843

南部支所
竹田出張所

※地区名は担当地区です。 8

重光　秀信

安部　清明

香園　信也

小城　拓司

立脇　泰志

河津　勝治

小野　拓志

小田　恵司

河野　平良

鶴岡　剣治

辛嶋　昭徳

深草　絵美

佐藤　朋子

矢野　元信

田中　正憲

日野　裕充

牲川　芳達

荒金　重和

阿部　祐奈

麻生　正明

三笘　昭憲

高野　　誠

大越　弘人

嶺田　住雄

矢野　正幸

嶋末　昌也

志谷　慎一

河野　正幸

安部　啓介

綾垣　耕太

落合　克嗣

佐藤　一朝

麻生　智代

梅木　聖治

大石　圭介

三ヶ尻賢二

資産共済課　主任

収穫共済課　課長

収穫共済課　主事

資産共済課　主事

資産共済課　主任

収穫共済課 課長補佐

資産共済課 課長 兼 診療所所長

資産共済課　主事

資産共済課　主任

収穫共済課 課長補佐

資産共済課 課長補佐

資産共済課　臨時

資産共済課　臨時

支所長（兼支所管理部）

収穫共済課　係長

資産共済課 課長補佐

技師（獣医師）

出張所長

資産共済課　臨時

総務・リスク管理課 課長

収穫共済課　主査

資産共済課　係長

技師（獣医師）

審査役

総務・リスク管理課 係長

収穫共済課　主任

資産共済課　係長

課長補佐

総務・リスク管理課 主任

収穫共済課　主任

資産共済課　主査

係長

総務・リスク管理課 臨時

収穫共済課　主任

資産共済課　主任

係長

家畜
国見

全般
飯田・南山田

農作・畑作・一般損防
飯田・南山田

園芸施設
三津江・大山

任意・広報
武蔵

農作物・畑作物
天ケ瀬

全般
森・八幡

家畜
森・八幡

任意
安岐

果樹
森・八幡

園芸施設・任意
玖珠・北山田

補助事務

補助事務

支所総括

農作物・無人ヘリ
三津江・大山

家畜
東飯田・野上

家畜診療・損害防止

全般・庶務
大分①

補助事務

全般
日田②

果樹
日田①

家畜
玖珠・北山田

家畜診療・損害防止

任意・園芸施設
大分②

庶務・リスク管理
日田③

農作物・無人ヘリ
東飯田・野上

任意
日田①

農作物・畑作物
大分③

庶務・広報・女性部
湯布院

果樹
日田②

家畜
玖珠・北山田

農作物・無人ヘリ
庄内・挾間

補助事務・女性部

畑作・農作・一般損防・広報

天ケ瀬

家畜・一般損防・広報
日田③

畑作物・農作物
庄内・挾間

大分①　東部、中部、西部、今市、稙田、東稙田、賀来
大分②　大分、滝尾、戸次、判田、竹中、吉野、
大分③　鶴崎、高田、松岡、川添、坂ノ市、丹生、佐賀関
日田①　日田、三芳、東有田、西有田
日田②　三花、小野、朝日、光岡
日田③　高瀬、五和、夜明、大鶴

※�中西部支所と中西部支所大分出張所の地区の詳細は同じです。



〒879-4414
玖珠郡玖珠町大字大隈
1020番地15
TEL.0973-72-3409　FAX.0973-72-3486

中西部支所

〒879-7152
豊後大野市三重町百枝
1086番地33
TEL.0974-22-3330　FAX.0974-22-6604

南部支所

〒870-0822
大分市大道町３丁目１番１号
農業共済会館1F
TEL.097-576-7461　FAX.097-576-7471

中西部支所
大分出張所

〒878-0024
竹田市大字玉来819番地の1
TEL.0974-63-2825　FAX.0974-63-2843

南部支所
竹田出張所

※地区名は担当地区です。9

猪下　貴志

三代　雄二

河津　森元

小野　君則

高倉　慶一

高木　向陽

甲斐　彩茂

伊藤　正治

江藤　大介

沓冠　修三

村上　浩治

羽田野弘樹

後藤　龍典

曲　　敏光

吉隆　和博

阿部　元治

橋迫　　武

大津　祐二

磯田　穣志

佐藤　　武

佐藤　健児

黒木　昌暁

中澤　祐樹

西山　哲彰

秋吉　智広

吉良　公貴

矢野　貴士

玉田小百合

石坂　悦祥

平本　祐二

石橋　絵里

後藤　祐司

秦　　敦靖

河野　式部

荒巻　政志

甲斐　秀一

鍵小野としえ

豊田　光輝

後藤　克彦

渡辺　　晋

係長

収穫共済課　課長

資産共済第一課　課長

資産共済第二課 審査役

主査

収穫共済課　審査役

資産共済第一課 審査役

資産共済第二課 課長補佐

主査

収穫共済課　主幹

資産共済第一課 主幹

資産共済第二課 課長補佐

主査

支所長(兼支所管理部)

収穫共済課 課長補佐

資産共済第一課 主査

資産共済第二課 係長

出張所長

主任

総務・リスク管理課 課長

収穫共済課 課長補佐

資産共済第一課 主任

資産共済第二課 主事

審査役

主事

総務・リスク管理課 課長補佐

収穫共済課　主任

資産共済第一課 臨時

所長（獣医師）

審査役

臨時

総務・リスク管理課 主事

収穫共済課　主事

資産共済第二課 課長

嘱託（獣医師）

主幹

総務・リスク管理課 臨時

収穫共済課　主事

資産共済第二課 審査役

主幹

農作物・一般損害防止
庄内・挾間

全般
緒方（本庁南部）

全般、損害防止、収入保険

清川

建物
大野（東部・北部）

家畜
大分①

果樹、損害防止
長谷・犬飼

家畜、診療所
川登・戸上

農機具
志賀～鳥屋・木立・塩屋

園芸施設・任意・広報
湯布院

水稲
千歳・中臼杵・上北・市浜

家畜、広報
南津留・下南・戸上

園芸
上緒方・小富士

家畜
大分③

支所総括
三重（菅尾・西、東、南部）

水稲
長谷川・上緒方

家畜
直川

園芸、建物
弥生・本匠

全般
宮城

農作物・無人ヘリ・広報
大分②

全般、事業実績
近地～小野・新田・白山

畑作物、麦
田野・戸上

家畜
宇目

建物、広報
大野（西部・南部）

農作物 ･ 畑作物
松本・菅生

家畜・女性部
庄内・挾間

庶務、リスク管理
玉来・入田・下北・下ノ江

果樹、水稲、広報
青山・上堅田・下堅田・蒲江

家畜・診療所事務

診療業務

建物
下竹田

補助事務・庶務

広報、経理
鶴岡・八幡・西上浦

麦、畑作物
南野津

全般
野津・百枝

診療業務

家畜
長湯

補助事務

果樹
大野（中部）

建物
緒方（本庁北部・南部知田区）

園芸
嫗岳・宮砥



〒879-0453
宇佐市大字上田
1046番地の5
TEL.0978-32-1307 　FAX.0978-32-0177

北部支所
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原田　武則

渡邊　加奈永野　敏昭

松田　昭司

小野　廣明

井石　和則

高橋孝一郎

河野　　剛

熊谷　雅之

小川　格生

糸永　　翔

坂口　純一

佐藤　英見

衛藤　　誠

松崎　和弘

衛藤　忠男

甲斐　達文

井上　靖一

赤峰　浩之

貞池　美保

片山　正治

佐々木範光

太田　　彰

白石　竜治

岡﨑　博光

佐藤　大介

藤本　房丸

宮本千恵美

神田　弘樹

安藤　貴徳

金澤　一郎

高原　和成

川越　雄志

小畑　浩幸

糸永由美子

石川　雅彦

後藤　弘成

松木　徹成

川谷　正一

西島　稔之

下山　賢剛

課長補佐

臨時参事付部長

収穫共済第一課 課長補佐

収穫共済第二課 係長

資産共済課 係長

課長補佐

係長（獣医師）

総務・リスク管理課 課長

収穫共済第一課 課長補佐

収穫共済第二課 主事

資産共済課 係長

課長補佐

主査（獣医師）

総務・リスク管理課 主査

収穫共済第一課 係長

資産共済課 課長

資産共済課 係長

課長補佐

総務・リスク管理課 臨時

収穫共済第一課 主査

資産共済課 課長補佐

資産共済課 主任

係長

収穫共済第一課 課長

収穫共済第一課 主事

資産共済課 課長補佐

資産共済課 臨時

係長

収穫共済第一課 審査役

収穫共済第二課 課長

資産共済課 課長補佐

主事

収穫共済第一課 審査役

収穫共済第二課 審査役

資産共済課 課長補佐

主事

支所長(兼支所管理部)

収穫共済第一課 課長補佐

収穫共済第二課 課長補佐

資産共済課 課長補佐

家畜
明治・豊岡

補助事務支所管轄事業円滑推進担当

香々地

農作物（評価）
豊川・駅館

果樹（全般）
安心院

家畜（引受）
真坂・山口・深秣

農作物 ･ 畑作物
 荻

診療業務

全般
小楠・三保

農作物（引受）
耶馬溪

畑作物（全般）・広報
高並・両川

任意（農機具）・広報
高家・糸口

家畜
柏原

診療業務

全般・広報
真玉・玉津・水崎・呉崎

農作物（引受）
柳ヶ浦 1 ～ 5 区・長洲

全般
天津

園芸施設
大江・豊田・鶴居

農作物・畑作物
城原

補助事務

農作物（評価）・広報
和間

家畜（引受・損防）
高田・来縄・河内・田染東、西

家畜（引受）
津房

家畜
都野

全般
和田・今津

農作物（引受・損防）・広報

佐田

任意（建物）
山国

補助事務

建物 ･ 農機具、広報
久住・都野

農作物（評価・収入保険）
封戸・宇佐

全般
北馬城・西馬城

園芸施設
八幡・大幡・如水

家畜、広報
白丹

農作物（引受・未収）
本耶馬渓

果樹（全般）
院内・東院内

家畜（事故）
南院内

家畜
岡本・片ヶ瀬

支所総括
長峰

農作物（評価）
麻生・横山・四日市

畑作物（全般）
深見

家畜（事故）
美和・東・西都甲・草地

　
平
成
28
年
３
月
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
退
職
し
た
職
員

麻
生
和
紀	

（
南
部
支
所　
支
所
長
）

與
下
洋
一	

（
南
部
支
所　
資
産
共
済

	

第
一
課　
課
長
）

泉　
泰
三	

（
南
部
支
所　
竹
田
出
張

	

所
長
）

荒
巻
政
志	

（
南
部
支
所　
審
査
役

	

（
獣
医
師
））

※
荒
巻
政
志
は
４
月
よ
り
嘱
託

　
（
獣
医
師
）
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。



　
大
豆
は
湿
害
に
よ
っ
て
発
芽
期
に
発

芽
不
良
を
起
こ
し
や
す
い
作
物
で
す
。

水
田
を
転
作
し
た
畑
で
の
栽
培
は
排
水

対
策
が
非
常
に
重
要
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
大
豆
栽
培
農
家
の

高
収
量
・
高
品
質
な
大
豆
栽
培
に
お
役

立
て
頂
く
た
め
、
簡
易
畝
立
機
・
培
土

板
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者

　
補
助
対
象
者
は
、
補
助
を
受
け
よ
う

と
す
る
年
度
の
畑
作
物
共
済
（
大
豆
）

に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
ま
た
は
法
人

等
（
集
落
営
農
を
含
む
）
で
す
。

補
助
の
内
容

　
補
助
の
対
象
と
な
る
機
器
は
以
下
と

な
り
ま
す
。

①	

簡
易
畝
立
機　
②	

培
土
板

　
一
機
ご
と
の
補
助
額
は
税
込
み
購
入

金
額
の
50
％
と
し
、
５
千
円
を
限
度
と

し
ま
す
。複
数
台
の
補
助
も
可
能
で
す
。

※
但
し
、予
算
の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
限

　

平
成
28
年
９
月
30
日（
金
）ま
で
に

所
定
の
申
請
書
に
購
入
証
明
書
（
領
収

書
等
）
を
添
付
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
各
支
所
・
出
張
所
に
て
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
共
済
掛
金
納
入

及
び
共
済
金
支
払
等
の
適
正
化
・
効
率
化
に
向

け
て
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
「
口
座
振
替
」

の
利
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
「
口
座
振
替
」
を
利

用
さ
れ
ま
す
と
、
納
入
の
際
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や

金
融
機
関
に
出
向
く
必
要
が
な
く
自
動
的
に
預

貯
金
か
ら
振
り
替
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘

れ
が
な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

お
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
口
座
振
替
」
の
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
依

頼
書
に
記
入
・
押
印
す
る
だ
け
の
簡
単
な
手
続

き
で
す
。
ま
た
、
申
し
込
み
の
手
続
き
や
引
き

落
と
し
に
は
一
切
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
口
座
振
替
」
へ
の
切
り
替
え
が
お
済
み
で

な
い
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
切
り
替
え
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※	

お
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各

支
所
・
出
張
所
ま
で
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

　

現
在
、
農
作
業
事
故
の
防
止
は
全
国
的
に
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
毎
年
、
四
百
件
近
く
の
農

作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
農

林
水
産
省
で
は
「
２
０
１
６
年
春
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
」
を
実
施
し
、
事
故
防
止
啓
発
の
全
国
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
農
作
業
中

の
安
全
確
認
に
は
十
分
注
意
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
事
故
事
例
や
安
全
作
業
に
取
り
組
む
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
地
域
の
会
議
等
に
て
農
作
業
事
故
防
止
の
啓
発

に
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

畑作物共済 (大豆)の農家支援事業

大豆栽培の排水対策には補助をご利用ください
簡易畝立機・培土板の購入費用の補助があります

写真
　簡易畝立機「ちかのりくん」県農林水産研究指導セン
ター農業研究部水田農業グループ作物栽培チームの近

ちかのり
乗

偉
た け お

夫主幹研究員が平成 18 年に開発。三角すいの形をした
鉄製の畝立て機で、ロータリーカバーにボルトで固定する。

共
済
掛
金
等
の
納
入
に
は

　「口
座
振
替
」の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
に
ご
協
力
を
！

農林水産省ホームページアドレス
農作業安全対策
http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_
kikaika/anzen/index.html

お知らせ

11
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１.

還
付
金
等
詐
欺
が
多
数
発
生

（
１
）
発
生
状
況
（
医
療
費
等
の
還
付
金

名
目
）
※
平
成
27
年

・
被
害
者
数　
41
名　
　

・
被
害
金
額　
約
３
４
０
０
万
円

（
２
）
こ
れ
が
詐
欺
の
手
口
で
す

①	

犯
人
は
市
役
所
等
職
員
の
他
、
銀
行
等
の

金
融
機
関
職
員
を
か
た
る
。

②	「
還
付
の
手
続
き
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
で
き
る
」
と

自
宅
近
く
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
金
融
機
関

以
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
い

出
す
。

③	

携
帯
電
話
を
使
用
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
方

法
を
指
示
す
る
。

　

な
ど
、
犯
人
は
言
葉
巧
み
に
被
害
者
を
だ

ま
し
、
被
害
者
の
口
座
か
ら
犯
人
の
口
座
へ

と
お
金
を
送
金
さ
せ
ま
す
。

２.

被
害
防
止
対
策

（
１
）
絶
対
に
覚
え
て
お
く
こ
と

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
医
療
費
等
の
還
付
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
。

（
２
）�

携
帯
電
話
機
の

　
　
『
番
号
非
通
知
拒
否
設
定
』
が
有
効

（
３
）
設
定
方
法

※
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
機
の

機
種
に
よ
り
設
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
シ
ョ
ッ

プ
ス
タ
ッ
フ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

子
牛
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、

経
済
的
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
子
牛

の
事
故
で
高
発
生
し
て
い
る
分
娩

時
の
事
故
の
低
減
が
大
切
で
す
。

　
先
天
性
の
病
気
は
異
常
産
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
減
少
し
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
接
種
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
分
娩
時
の
事
故
低
減
に
は
異
常

分
娩
（
難
産
）
か
ど
う
か
を
早
期

に
正
確
に
知
り
、
獣
医
師
に
往
診

依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

破
水
し
て
い
る
な
ら
、
胎
子

の
肢
か
頭
が
見
え
て
く
る
は
ず
で

す
。
逆
子
で
あ
れ
ば
、
頭
が
な
く
、

さ
ら
に
後
肢
な
ら
尾
ッ
ポ
が
あ
る

は
ず
で
す
。

　

時
間
が
経
っ
て
も
変
化
の
な
い

と
き
は
、
産
道
に
手
を
入
れ
、
前

肢
・
後
肢
・
頭
が
あ
る
か
探
っ
て

み
る
こ
と
で
す
。
何
度
も
手
を
入

れ
れ
ば
、
普
通
と
違
う
こ
と
が
分

か
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

破
水
し
た
か
、
ま
だ
か
。
頭
が

あ
る
か
、
肢
が
２
本
あ
っ
て
曲
が

っ
て
い
な
い
か
、
前
肢
か
後
肢
か
。

　
産
道
の
様
子
が
わ
か
れ
ば
、
獣

医
師
へ
の
状
況
説
明
や
早
期
の
往

診
依
頼
が
的
確
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
分
娩
時
の
事
故
の
低
減
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
異
常
分
娩
（
難
産
）
だ
と
思
っ

た
時
は
、
す
ぐ
に
獣
医
師
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
診
療
所
獣
医
師
へ
の
質
問
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
15
頁
の
ク

イ
ズ
の
ハ
ガ
キ
の
応
募
先
ま
た

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
送
り

く
だ
さ
い
。

分娩時の事故低減対策を

南部支所家畜診療所

所長（獣医師）　石
いしざか

坂　悦
えつよし

祥

診療所だより

安全安心
まちづくり

「番号通知お願いサービス」の設定方法（ＮＴＴドコモ）

「148」に
ダイヤル

「1481」に
ダイヤル

「１」を押す

設定完了

※「全て無料」サービスの「開始」「停止」など各種操作の通話料はかかりません

「番号通知リクエストサービス」の設定方法（ａｕ）

設定完了

※「月額使用料無料」

携帯電話機の「番号非通知拒否設定」で
　　　　　　　　　　詐欺電話をシャットアウト

ＡＴＭで医療費等の還付
手続きはできません。

後藤久典 室長

大分県警察本部
安全・安心まちづくり推進室

還
付
金
詐
欺
の
手
口
で
被
害

に
あ
っ
た
ケ
ー
ス
の
う
ち
、

犯
人
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
電
話
、

４
割
が
「
番
号
非
通
知
」

現�状
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農地基盤の再整備を

農地の保全は地域守るため

あきらめずに耕作放棄地の管理を

獣害と後継者不足が課題

共
済
部
長
と
損
害
評
価
員
を
務
め

て
30
年
に
な
り
ま
す
。

　
私
の
集
落
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
に
比
べ

集
落
で
農
業
を
す
る
人
が
減
り
、
山
間
部

の
小
さ
な
田
ん
ぼ
を
借
り
て
ま
で
作
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
作
り
手
が
い
な
い
の
で
、

10
年
後
は
藪
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地

域
農
業
の
維
持
の
た
め
に
は
、
補
助
金
よ

り
は
、
基
盤
整
備
を
や
り
直
し
最
低
で
も

２
、３
反
の
大
き
な
田
ん
ぼ
を
増
や
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
水
稲
、
飼
料
米
、
麦
そ
し
て
ハ
ウ

ス
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
は
機
械
の
大
型
化
が
進
み
、
ひ
と

り
で
あ
る
程
度
出
来
る
の
で
、
田
ん
ぼ
を

荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
長
く

作
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
済
部
長
を
務
め
て
６
年
目
に
な

り
ま
す
。
私
の
地
区
で
も
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
農
業
後
継
者
不
足
が

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

11
㌶
あ
る
地
区
の
農
地
の
ほ
と
ん
ど
で
稲

が
植
わ
り
ま
す
。地
域
を
守
る
た
め
に
は
、

農
地
を
荒
ら
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う

思
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
２
年
前
は
ウ
ン
カ
が
発
生
し
て
水
稲
に

大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
共
済
に
加

入
し
て
い
て
助
か
り
ま
し
た
。
私
も
共
済

部
長
と
し
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
制
度
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
こ
れ
か
ら
も
よ
り

一
層
、
農
家
と
一
緒
に
地
域
農
業
を
守
っ

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
集
落
は
18
世
帯
で
す
が
、
高
齢

化
で
耕
作
を
や
め
た
方
も
多
く
、

耕
作
面
積
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
の
損
害
評
価
員
と
し
て
損
害
評
価

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
、
猪
や

鹿
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
数
年
で
藪
の
よ
う
に
な

り
、
次
は
隣
接
し
た
耕
地
に
獣
害
が
及
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
耕
作
を
や
め
た
耕
地
で
も
年
数
回

の
草
刈
り
や
耕
運
等
、
人
の
手
を
入
れ
て

管
理
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
、
労
力
と
経
費
の
か
か
る
作
業
で

す
が
、
管
理
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
え
ば
被

害
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
で
し
ょ
う
。

　
高
齢
化
で
田
畑
の
管
理
も
難
し
い
状
況

で
す
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
少
し
で
も
農
業

を
続
け
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
福
地
区
で
共
済
部
長
を
務
め
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。
担
当
集
落

は
山
林
に
囲
ま
れ
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の

対
応
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
集
落
が
抱
え
て
い
る
課
題
だ
と
思
い

ま
す
が
高
齢
化
が
進
み
後
継
者
不
足
が
深

刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
は
獣
害
の
ほ
か
イ
モ
チ
が
多
く

発
生
し
農
作
物
に
被
害
が
で
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
よ
り
被
害
の
一

部
を
補
填
し
て
い
た
だ
き
助
か
る
農
家
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
農
業
の
ほ
か
ス
ッ
ポ
ン
の
養
殖

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
を
利
用
し

た
池
で
育
成
す
る
こ
と
で
の
び
の
び
と
育

ち
ま
す
。
県
外
か
ら
発
送
依
頼
も
多
く
少

し
で
も
耶
馬
溪
の
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
出
来

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東部支所 ( 国東市安岐町 )

小
お だ

田  昭
しょういち

一さん（74） 担当戸数４戸

南部支所（佐伯市本匠三股）

柴
し ば た

田  金
き ん ご

吾さん（74） 担当戸数 14 戸

中西部支所　（日田市天瀬町）

髙
たかくら

倉  郁
い く お

雄さん（78） 担当戸数 12 戸

北部支所 ( 中津市耶馬溪町 )

江
え ぶ ち

渕  真
しんいち

一さん（48） 担当戸数 15 戸



●
血
行
を
良
く
す
る

特
に
下
半
身
の
冷
え
に

注
意
が
必
要
で
す
。

熱
す
ぎ
な
い
温
度
で

ゆ
っ
く
り
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
分
の
摂
り
方
に
注
意

寝
る
前
に
必
要
以
上
に

水
分
を
摂
ら
な
い
、

大
量
の
水
分
を
一
気
に

摂
ら
な
い
な
ど
、水
分
の

摂
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

●
就
寝
前
の

　
骨
盤
リ
ラ
ッ
ク
ス
運
動

１
周
、８
秒
ず
つ
数
え
な
が
ら
、

大
き
く
円
を
描
く
よ
う
に

骨
盤
を
回
し
ま
す
。

右
回
し
、左
回
し
共
に

５
回
繰
り
返
し
ま
す
。

慣
れ
た
ら
大
き
く
８
の
字
を

描
く
よ
う
に
骨
盤
を
回
す
運
動
も

取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う

●
骨
盤
引
き
締
め
運
動

以
上
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

慣
れ
た
ら
徐
々
に
時
間
を

延
ば
し
た
り
、回
数
を
増
や
し
た
り

し
て
み
ま
し
ょ
う
。 ①

立
っ
た
状
態
で

　お
尻
を
き
ゅ
っ
と

　引
き
締
め
る

②
そ
の
ま
ま

　３
秒
数
え
る

③
３
秒
た
っ
た
ら

 
す
っ
と
力
を
抜
い
て

 
緩
め
ま
す
。

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
よ

り
、
今
回
は
「
頻
尿
」
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
ま
す
。

〈
頻
尿
と
は
〉

　
「
尿
が
近
い
、
尿
の
回
数
が
多
い
」
と
い

う
症
状
を
頻
尿
と
い
い
ま
す
。一
般
的
に
は
、

朝
起
き
て
か
ら
就
寝
ま
で
の
排
尿
回
数
が
８

回
以
上
の
場
合
を
頻
尿
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
、
１
日
の
排
尿
回
数
は
人
に
よ
っ
て
様
々

で
す
の
で
、
８
回
以
下
の
排
尿
回
数
で
も
、

自
身
で
排
尿
回
数
が
多
い
と
感
じ
る
場
合
に

は
頻
尿
と
言
え
ま
す
。

〈
頻
尿
の
原
因
〉

過
活
動
膀
胱

　

膀
胱
に
尿
が
十
分
た
ま
っ
て
い
な
い
の

に
、
膀
胱
が
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
く

勝
手
に
収
縮
す
る
と
い
う
病
気
で
、
日
本
で

８
０
０
万
人
以
上
が
罹
患
す
る
頻
度
の
多
い

病
気
で
す
。
過
活
動
膀
胱
で
は
排
尿
筋
が
過

剰
に
収
縮
し
て
し
ま
う
た
め
、
尿
を
溜
め
ら

れ
る
量
も
少
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
急
に

強
い
尿
意
を
感
じ
た
り
、
ト
イ
レ
の
回
数
が

増
え
た
り
、
排
尿
を
我
慢
で
き
な
く
な
る
な

ど
、様
々
な
排
尿
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
ま
す
。

残
尿

　
排
尿
後
も
膀
胱
内
に
尿
が
残
る
状
態
を
い

い
ま
す
。
膀
胱
内
に
残
尿
が
あ
る
と
、
結
果

的
に
尿
を
溜
め
ら
れ
る
膀
胱
の
ス
ペ
ー
ス
が

減
少
す
る
た
め
に
、
１
回
の
排
尿
量
は
少
な

く
な
り
、
何
回
も
ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

尿
路
感
染

　

膀
胱
炎
な
ど
の
尿
路
感
染
が
起
こ
る
と
、

膀
胱
の
知
覚
神
経
が
刺
激
さ
れ
て
頻
尿
に
な

り
ま
す
。

心
因
性

　
膀
胱
・
尿
道
の
病
気
も
無
く
、
ま
た
尿
量

も
問
題
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
ト
イ
レ
の
こ

と
が
気
に
な
っ
て
何
回
も
ト
イ
レ
に
行
っ
て

し
ま
う
状
態
で
す
。

〈
頻
尿
の
予
防
・
改
善
〉

　
原
因
と
な
る
疾
患
が
あ
る
場
合
は
、
治
療

が
優
先
さ
れ
ま
す
。
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い

場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①
血
行
を
良
く
す
る

　

頻
尿
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
体
の
冷
え
、

特
に
下
半
身
の
冷
え
に
注
意
が
必
要
で

す
。
体
を
温
め
て
血
行
を
良
く
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
熱
す
ぎ
な
い
温
度
で

ゆ
っ
く
り
入
浴
す
る
と
、
下
半
身
は
も
ち

ろ
ん
全
身
の
血
行
が
良
く
な
り
、
排
尿
ト

ラ
ブ
ル
の
緩
和
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
水
分
の
摂
り
方
に
注
意

　
ト
イ
レ
を
気
に
し
て
水
分
を
制
限
し
て

し
ま
う
と
、
体
の
老
廃
物
が
う
ま
く
排
出

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
逆
に
摂
り
す
ぎ
る

と
尿
の
量
が
増
え
て
頻
尿
が
進
ん
で
し
ま

う
こ
と
に
。
特
に
お
酒
や
カ
フ
ェ
イ
ン
（
紅

茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
緑
茶
に
多
く
含
ま
れ
る
）

は
利
尿
作
用
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
寝
る
前
に
必
要
以
上
に
水
分
を
摂
ら

な
い
、
大
量
の
水
分
を
一
気
に
摂
ら
な
い
な

ど
、
水
分
の
摂
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

③
骨
盤
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る

●
骨
盤
引
き
締
め
運
動

　
骨
盤
周
り
の
筋
肉
は
、
排
尿
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
重
要
な
筋
肉
で
す
。
尿
を

溜
め
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
筋
力
ア
ッ
プ
が
必
要
不
可

欠
な
の
で
す
。

●
就
寝
前
の
骨
盤
リ
ラ
ッ
ク
ス
運
動

　
夜
間
の
頻
尿
で
何
度
も
目
が
覚
め
て
し

ま
う
人
は
骨
盤
周
り
が
緊
張
し
て
こ
わ
ば

り
、
膀
胱
が
広
が
ら
な
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。骨
盤
周
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
為
に
は
、

意
識
的
に
骨
盤
周
り
を
動
か
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
頻
尿
の
症
状
を
放
っ
て
お
く
と
、
仕
事
や

家
事
に
支
障
が
出
た
り
、
買
い
物
や
旅
行
な

ど
の
行
動
が
制
限
さ
れ
た
り
し
て
、
生
活
の

質
は
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
人
生

を
ず
っ
と
楽
し
く
す
ご
す
た
め
に
も
、
自
分

の
症
状
を
理
解
し
、
早
期
か
ら
頻
尿
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
田
市
医
師
会
立　
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

保
健
師　
井
上　
亜
紀

頻
尿

頻
尿
の

　予
防
・
改
善
方
法

正常な膀胱
排尿筋がリラック
スして尿をたっぷ
りと溜めることが
できる。

過活動膀胱
排尿筋が収縮し、少
しの量の尿しか溜
めることができず、
頻尿になります。

排尿筋
（膀胱平滑筋）
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「無農薬で育てた自家栽培のバラを使って
います」と代表川

か わ づ と み こ
津富子さん

　
日
浦
家
は
、
４
世
代
元
気
で
に
ぎ
や
か
な

９
人
の
大
家
族
。

　
現
在
、
悠
さ
ん
を
中
心
に
両
親
と
35
㌃
の

ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
栽
培
を
行
う
。
忙
し
い
と

き
も
、「
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
」
と
悠
さ
ん
は
笑
顔
を
み
せ
る
。

　

就
農
し
て
７
年
、
本
格
的
に
イ
チ
ゴ
栽

培
に
取
り
組
ん
で
３
年
目
を
迎
え
た
。
高

品
質
な
イ
チ
ゴ
の
生
産
に
向
け
て
、
苗
作

り
、
そ
し
て
日
々
の
手
入
れ
や
観
察
に
も

余
念
が
な
い
。

　
将
来
は
、
さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
、
雇
用

や
法
人
化
も
し
て
い
き
た
い
と
夢
を
語
る
悠

さ
ん
「
そ
の
た
め
に
も
健
康
第
一
で
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
」と
目
を
輝
か
せ
て
話
す
。

《杵築市狩宿　日浦さんファミリー》
後列左から　お父さん 尚

な お み
美（60）、お母さん みゆき（53）、次女 海

み う
羽（10 ヵ月）、

長女 宥
う た

多（12）、長男 斗
と あ

逢（10）、妻 裕
ゆ う こ

子（33）、本人 日
ひ う ら

浦　悠
ゆう

（32）
おばあちゃん トシエ（89）、おじいちゃん 冨

とみゆき
行（88）

今月号の表紙

　

杵
築
市
大
字
守
江
の
県
道
２
１
３
号
線

沿
い
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
「
Ｍ
・
Ｍ

ｉｕ
ｒ
ａ
」。

　
シ
ェ
フ
の
三み

う
ら浦

政ま
さ
と
も智

さ
ん（
42
）は
東
京・

フ
ラ
ン
ス
で
経
験
を
積
み
、
地
元
杵
築
に

本
格
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
始
め
て
今

年
で
15
年
に
な
る
。

　

地
産
の
野
菜
や
魚
介
類
、
ジ
ビ
エ
な
ど

を
使
用
し
、
コ
ー
ス
料
理
は
パ
ン
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で
す
べ
て
手
作
り
で
、
デ
ザ
ー

ト
の
み
の
販
売
も
行
う
。
旬
な
食
材
が
味

わ
え
る
と
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
敷
居
の
高
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
う
ち
の
店
は
子
供
連

れ
の
親
子
も
気
兼
ね
な
く
入
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
食
べ
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
。

　
日
田
市
夜よ

あ
け明
ダ
ム
横
を
通
る
国
道
３
８
６
号

線
沿
い
に
位
置
す
る
「
カ
フ
ェ	

ア
ウ
ロ
ー
ラ
」。

　

店
主
の
判は

ん
だ田
明あ

け
み美
さ
ん
は
、
夫
の
博ひ

ろ
ふ
み文
さ

ん
と
梨
を
栽
培
す
る
傍
ら
、
カ
フ
ェ
を
経

営
。
手
作
り
の
「
梨
ジ
ャ
ム
」
を
添
え
た

ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。
梨
果
汁

１
０
０
％
の
ジ
ュ
ー
ス
は
季
節
に
よ
っ
て
ア

イ
ス
と
ホ
ッ
ト
の
２
種
類
を
味
わ
え
る
。

　

コ
ー
ヒ
ー
に
も
こ
だ
わ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
レ
ン
ド
豆
な
ど
３
種
類
の
味
が
楽
し
め
、

気
に
入
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
購
入
も
で
き
る
。

　
「
ラ
ン
チ
、
休
憩
な
ど
気
軽
に
お
立
寄
り
く

だ
さ
い
」
と
笑
顔
の
明
美
さ
ん
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
店

「
Ｍ
・
Ｍ
ｉ
ｕ
ｒ
ａ
」

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
空
間

「
カ
フ
ェ 

ア
ウ
ロ
ー
ラ
」

大分県杵築市大字守江 1807-5
TEL.0978-63-9826
営業時間╱ランチ 11:30~14:00
　　　　　ディナー 17:30~21:00
定休日╱月曜日（ディナー）・火曜日

ランチ 1500 円、ディナー
2500円から用意しています。

日田市夜明中町 2297-3
TEL.090-3798-8761
営業時間╱ 11:00~18:00
定休日╱月・火曜日

明美さん・博文さん夫婦

人気のケーキセット（700 円）

オリジナルブレンドの
コーヒー豆

ハガキまたは E メールに下記の①～⑤を記入いただき、お申し込みください。
当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。
①クイズの答え　②感想や 1 番よかった記事、NOSAI への質問や要望
③郵便番号、住所　④氏名、年齢　⑤電話番号
● ハガキのお送り先
〒 870-0822 大分県大分市大道町 3 丁目 1 番 1 号
大分県農業共済組合 広報係
● E メールのお送り先
kirari@nosai-oita.jp

Q.問題
NOSAI は組合員の皆様の安心のため農機具共済加入を
推奨しています。その農機具共済の通称は何でしょうか？
□□□□□ (ひらがな )

正解者の中から抽選で
5名様にお贈りします。

【応募の締め切り】
2016 年 5 月 31 日 ( 火 )( 消印有効 )
【第 10号 ( １月号 )クイズの正解】ハツモウデ
応募総数 168 通のうち、正解者は 167 通でした。抽選の結果、10 名の
方に「国東特産物セット」をお贈りしました。

「手作りローズティー・薔薇の塩・
　　　 　　　　ピクルスのセット」

ゆうちゃんちのハーブ園
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津久見市

さん（38）
にしむら　  まさふみ

中津市耶馬溪町

小池　悟さん（26）
こいけ　　　さとる

①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培

きは、『やってて良かった！』と

①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培

きは、『やってて良かった！』ときは、『やってて良かった！』と

①サンクイーン、甘夏など柑橘栽培
145アールと介護施設の役員。

②現在、父から農業を引き継いで
１～２年ですが、介護の仕事と
両立させることが大変です。

③苦労を乗り越えて、美しくて良い
サンクイーンがたくさんできたと
きは、『やってて良かった！』と
思います。

④人当たりがよいところです。
⑤家でのんびりするか、あちこちを

ドライブしています。
⑥法人を立ち上げて、耕作放棄地

の受け皿を作り、地域の活性化
につなげたい。

①酪農。乳牛40頭・繁殖和牛
　11頭を飼養しています。
②仕事に取りかかる時間が早い
　ので早起きが大変なことです。
③子牛の出産が無事に成功
　したときですね！
④何事にも真剣に取り組むこと
⑤休みは多くありませんが、
　時間のある時は友人と
　出かけリフレッシュに
　当てています。
⑥飼育頭数を増やし
　規模拡大を目指したいと
　考えています。

　４
月
を
迎
え
大
分
県
農
業
共
済
組
合
も
新

年
度
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
は
今

年
度
か
ら
「
広
報
紙
き
ら
り
」
の
編
集
担
当

と
な
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
ど
う
す
れ
ば
必

要
な
情
報
を
正
確
に
、
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
で
き
る
の
か
と
考
え
る
毎
日
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
声
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　共
済
職
員
と
し
て
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い

て
「
伝
え
る
力
」
の
足
り
な
さ
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
広
報
担
当
者
と
し
て
「
聴
く
力
」

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

NOSAIおおいた広報紙
「きらり」第11号 平成28年5月発行

大分県農業共済組合
本所：〒870-0822
大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110  FAX.097-544-8242

印刷：小野高速印刷株式会社
〒870-0913 大分市松原町2-1-6
TEL.097-558-3444
URL  http://www.ohp.co.jp/

URL  http://www.nosai-oita.jp/
E-mail  kirari@nosai-oita.jp
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農業のかたわら、地域活動栄養士として活躍している。

さとう　ひろみ

【作り方】
① キャベツは軽くゆでた後、茎を取る。
② 人参は、1センチ角のスティック状に切る。
　 きゅうりも同じ大きさのスティック状に切る。
③ 巻きすの上にキャベツを広げ青じそ、2～ 3枚カニ棒、人参、きゅ

うりを置きくるくると固く巻く。

【ポイント】
○キャベツは、先に芯の周りに包丁を入れ沸騰したお湯に浸けるとは

がしやすい。
○中の野菜は2～3種で一口サイズに小さく巻く。
○ポン酢、ドレッシング、マヨネーズ等味はお好みで。
○残りの野菜は、生のまま短冊に切り甘酢に漬け込むともう1品できる。
○中の具材はお好みでチーズ、ソーセージなども。

キャベツ巻き

レシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

キャベツ巻き
風味や食感を楽しもう

【材料】
キャベツ（小玉）
青じそ
きゅうり
人参（かために下茹で）
カニ棒
大根
アスパラ
山芋

な
ぜ
農
作
業
事
故
が

起
こ
る
の
か
？

農
業
だ
か
ら
こ
そ
起
こ
る
事
故
に
注
意
を

新
年
度
執
行
体
制
と
職
員
紹
介

①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？


